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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
甲状腺 MALTリンパ腫と橋本病は密接な関連が示唆されているが､関連抗原については明ら
かでない｡本研究では､甲状腺自己抗原の一つであるサイログロブリン (Tg)と甲状腺 MALT
リンパ腫の関係を検討 した｡甲状腺MALTリンパ腫患者 15例より得た標本を用いてTgおよび
cD35(液胞樹状細砲FDCマーカー)の発現を免疫組織学的に検討 した｡その結果､甲状腺MALT
リンパ腫のFDCにTgが発現していることを確認した｡以上より､Tgが甲状腺 MALTリンパ腫
の認識する抗原の一つである可能性を示した｡MALTリンパ腫細胞のTg-の反応性を確寵する
必要があるが､実際の貴重な臨床例を用いて Tgによって誘導される自己免疫反応が甲状腺
MALTリンパ腫の発生に関わる可能性を示した点は大いに評価できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
